





























。仁川府でも 1925 年および 26 年に五つの青年団が結成され、1927 年には仁川府連
合青年団が結成された。この後も青年団は増え続け、1931 年には連合青年団に加盟する





















　漢城基督教青年会は、1903 年に韓国での YMCA 設立のため米国から派遣されたジレッ
ト（P. L. Gillett）、監理教宣教師ハルバート（H. B. Hulbert）、カナダ宣教師ゲイル（J. S. 
Gale）らの主導で創設された。創立当初の理事を見ると、韓国人 2 名、米国人 5 名、英国
 13 木浦府編刊『木浦府史』（1930 年）523 ～ 534 頁。
 14 仁川府編刊『仁川府史』（1933 年）1468 ～ 1469 頁。
 15 『大京城』（朝鮮毎日新聞社、1930 年）322 ～ 324 頁。
 16 前掲『仁川府史』1462 ～ 1464 頁。
 17 たとえば安廓・張徳秀・金翰・金明植・朴一秉などは留学生出身である。
 18 『東亜日報』1922 年 12 月 1 日、「조선청년연합회 2 주년기념 ─使命의 前途와 현재의 곤란」。
1920 年代初期の朝鮮における青年会運動と支配当局の対応
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。韓国監理教宣教師は、1897 年 5 月、エプワース青年会の中央組織を結成した。そ
の後、個別教会組織として、仁川の内里（済物浦）教会・ソウルの尚洞教会・平壌の南山
 19 서울 YMCA 編『서울 YMCA 운동사 1903-1993』（路出版、1993 年）86 ～ 87 頁。理事陣の職業を見
ると、教師が 2 名、宣教師が 8 名、銀行家 1 名、政府顧問 1 名、聖書公会総務 1 名、そして幹事 1 名
となっている。教派については、長老教 5 名、監理教 3 名、聖公会 1 名、不明 4 名である。
 20 同上、102 頁。
 21 同上、118 頁。
 22 『大韓毎日申報』1907 年 11 月 20 日、「青年会는 富国의 起源」。
 23 李基勲、前掲論文、65 ～ 66 頁。
 24 同上、132 ～ 133 頁。
 25 同上、173 頁。
 26 たとえば『毎日申報』1910 年 11 月 9 日付「青年会 演説」では、李承晩が教育に関する講演をしたと
いう記事が載っている。しかし、その後の講演では宗教問題にテーマが限定され、その回数も極めて
少ない。他方、1915 年 5 月 8 日付「青年会 春季運動」では運動会の記事が、1914 年 12 月 3 日付「청
년회의 환등회」では、パリとロンドンを紹介する記事が、1914 年 10 月 4 日付「青年会의 音楽会」
では音楽会の記事が載っている。


















































。鎮南浦で 1918 年に李鍾驥・林敦夏など 3、4 人が中心となって
 28 同上、87 ～ 91 頁。
 29 同上、95 ～ 107 頁。
 30 『毎日申報』1915 年 6 月 24 日、「엡웟청년회 강연」、1915 年 11 月 26 日、「엡웟青年会 강연」。
 31 『毎日申報』1916 年 9 月 14 日、「엡웟청년회 토론회」1916 年 9 月 19 日、「論山에서 青年会組織」。
 32 『毎日申報』1918 年 12 月 15 日、「인천 엡웟青年会 강연」、1918 年 12 月 17 日、「仁川青年会 総会」。
 33 李基勲、前掲論文、54 ～ 56 頁。
 34 『毎日申報』1913 年 2 月 16 日、「青年会 組織」。
 35 『毎日申報』1918 年 6 月 12 日、「馬山青年会 設立」、1918 年 7 月 19 日、「馬山青年会의 発会式」。












































 37 『毎日申報』1918 年 3 月 14 日、「鎮南浦에서 青年会 組織」。
 38 『東亜日報』1920 年 5 月 15 日、「載寧青年会 組織」。
 39 『東亜日報』1920 年 5 月 23 日、「金堤青年会 発起総会」。
 40 李基勲、前掲論文、38 ～ 39 頁。
 41 安建鎬、前掲論文、56 ～ 57 頁。
 42 『東亜日報』1920 年 6 月 21 日、「청년의 사명」（金灐植）。
